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平
成
26
年
１
月
17
日（
金
）、つ

な
ぎ
美
術
館
が
平
成
25
年
度
地

域
創
造
大
賞（
総
務
大
臣
賞
）を

受
賞
し
ま
し
た
。
地
域
創
造
大

賞（
総
務
大
臣
賞
）と
は
何
な
の

か
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
た『
つ

な
ぎ
美
術
館
』の
こ
れ
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
創
造
大
賞

（
総
務
大
臣
賞
）と
は

　

こ
の
賞
は
財
団
法
人
地
域
創

造
に
よ
り
平
成
16
年
度
か
ら
創

設
さ
れ
今
年
度
が
10
回
目
の
表

彰
と
な
り
ま
す
。
地
域
に
お
け

る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活

動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
特

に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化
施

設
を
顕
彰
し
、
全
国
に
広
く
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
立
文

化
施
設
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
り
、
美
し
く
心
豊
か
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
の
地
方
公
共
団
体

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
施
設
に
つ
い

て
地
域
創
造
大
賞
審
査
委
員
会

に
お
い
て
審
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
受
け
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

79
施
設
目
の
受
賞

『
つ
な
ぎ
美
術
館
』

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
施
設
を
含

芸
アート

術と共に生きる

つなぎ美術館
地域創造大賞（総務大臣賞）受賞

め
現
在
、
日
本
全
国
79
施
設
が
表

彰
を
受
け
て
お
り
、
九
州
で
は
13

施
設
、
県
内
で
は
熊
本
市
現
代
美

術
館
と
熊
本
県
立
劇
場
、
つ
な
ぎ

美
術
館
の
３
施
設
の
み
で
す
。

　

平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
つ

な
ぎ
美
術
館
は
、
人
口
約
５
０
０
０

人
の
小
さ
な
町
の
美
術
館
、
緑
と

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン

ボ
ル
施
設
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
重
盤
岩（
熊
本
百
景
）に
登
る

モ
ノ
レ
ー
ル
の
併
設
や
婦
人
会
と

協
力
し
た
運
営
、
１
年
か
け
て
町

民
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
作

り
上
げ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
な
ど
、
住
民
に
ア
ー
ト
に
よ

る
新
し
い
経
験
を
提
供
し
、
心
豊

か
な
生
活
の
実
現
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
な
ぎ
美
術
館
が
こ
の
よ
う
な
名

誉
な
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
美

術
館
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
運
営

に
携
わ
っ
て
き
た
私
た
ち
婦
人
会
に

と
っ
て
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

最
初
は
戸
惑
い
や
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
運
営
に
協
力

し
て
き
た
こ
の
13
年
間
の
中
で
、
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
町
の
良
い
と

こ
ろ
を
町
外
か
ら
の
お
客
様
に
た
く

さ
ん
教
え
ら
れ
た
り
、
そ
れ
ま
で
知

ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
町
の
こ
と
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
で
き
た
13

年
間
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
『
縁
の
下
の
力
も

ち
』
と
し
て
美
術
館
は
も
と
よ
り

津
奈
木
町
全
体
を
少
し
で
も
支
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

津奈木町連合婦人会有志らによる
つなぎ美術館喫茶部

「縁の下の力もち」

つなぎ美術館
　　 　これまでのプロジェクト

赤崎海想日誌
　彫刻家の今田淳子氏と芸術家のレイン
ボー岡山氏を迎え閉校となった海の上の小
学校を舞台に年間を通じて表現活動を行い
ました。旧赤崎小学校の卒業生で構成され
た実行委員からアイデアを出し合い、オブ
ジェや繭玉、手芸品など多種多様なアート
で参加者それぞれの個性を発揮しました。

ＴＳＵＮＡＧＩ
ハート！アート！パラダイス！

大地のメモリア
　彫刻家の勝野眞言氏を中心に婦人会や地
域おこし団体のメンバー、住民、学校関係者
７人で構成された実行委員会が企画したワー
クショップ。水俣市久木野から採れた陶土を
使用し小・中学生を中心とした参加者２００
人余りが各自の思いを形にして彫刻を制作し
た。焼きあがった作品は約３５０点にも及び、
つなぎふれあい祭りで展示されました。

　県立劇場とつなぎ美術館の合同で行わ
れた当プロジェクト。グラフィックデザイ
ナー・松永壮氏と舞踏家・森下真樹氏を講師
とし、一つの舞台を作り上げました。12月
にはダンスと芸術を融合させた公演会を開
催。松永氏と地域の子どもたちが作り上げ
た大漁旗で会場を華やかに彩りました。地
域のオヤジ11人で結成されたオヤジダン
サーズによるダンスは森下氏による猛特訓
の成果で公演は大成功をおさめました。

光と風の回廊
　アーティストに美術家の上妻利弘氏を
迎え、地域おこし団体、婦人会、森林組
合、ＰＴＡ、年輪会（木・製材業者関連団
体）など地域を拠点に活動する団体の所
属メンバーを中心とした10人で構成され
る実行委員。地域住民が地域資源を活か
した「森の家」、「風の彫刻」、「生命」な
どを制作し表現活動を行いました。

赤崎水曜日郵便局
　自分の水曜日の物語を手紙に書くと知ら
ない誰かの水曜日が送られてくるという不
思議なプロジェクト。現在継続中の当プロ
ジェクトは、地域住民を中心に結成された
赤崎水曜日郵便局実行委員会で旧赤崎小学
校に手紙を投函するスイスイ箱やプロジェ
クトを象徴する灯台ポストが設置されまし
た。届いた手紙の一部は毎週水曜日にイン
ターネットラジオのラジオＮＩＫＫＥＩ第２で朗
読されています。現在手紙の数は1千通を
超えており今後の活動にも期待されます。

津奈木ハートマン計画
　虹をテーマに地域の人々と共同でパフォー
マンスなどを行うレインボー岡山氏とワーク
ショップの計画・実施を行いました。季節ごと
に４回実施し、一般参加者を迎えて、重盤岩や、
眼鏡橋、ときの翔、自然などをキャンパスに様々
な色の風船や毛糸などの人工物を使って虹の
アートを完成させました。今プロジェクト最後
となる第４弾では町民を中心に約１３００人分
の手形を集め、美術館を虹色に染めました。

撮影：森　賢一
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